
 

長
野
県
人
会
で
は
、
た
け
の
こ
祭

り
、
一
年
生
歓
迎
会
（
新
歓
）
や
大

学
祭
、
県
人
会
対
抗
の
球
技
大
会

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
学
部
・

学
年
問
わ
ず
活
動
し
て
い
る
の
で
、

就
職
や
サ
ー
ク
ル
の
こ
と
も
先
輩
や

顧
問
の
先
生
に
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
私
自
身
も
、
県
人
会
の
活

動
を
通
じ
て
、
長
野
県
出
身
の
友

人
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
先
輩
方
に

も
お
世
話
に
な
って
い
ま
す
。 

  

日
福
な
ら
で
は
の
サ
ー
ク
ル 

 

日
本
福
祉
大
学
は
、
ス
ポ
ー
ツ

系
、
芸
術
・
文
科
系
、
研
究
系
等
の

部
活
や
サ
ー
ク
ル
の
種
類
が
豊
富
で

す
。
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
支
援

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
や
手

話
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
福
祉
系
の
サ
ー

ク
ル
も
多
数
あ
り
、
日
本
福
祉
大

学
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。
サ
ー

ク
ル
は
大
学
に
入
っ
て
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い

ま
す
。 

 

私

は
大

学

に

入
っ
て
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
サ
ー
ク
ル
に

入
り
、
経
験
者
、

初
心
者
関
係
な

く
男
女
で
わ
い
わ

い
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
地
域
の
大
会

に
参
加
し
た
り
、

サ
ー
ク
ル
旅
行
や

先
輩
と
ご
飯
を
食
べ
に
行
っ
た
り
と

み
ん
な
仲
良
し
で
す
。 

  

友
人
と
一
緒
に 

 

大
学
生
活
も
３
年
目
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
で
も
大
変
な
こ
と
は
普

段
の
生
活
で
す
。
大
学
に
入
っ
て
初

め
て
一
人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た

が
、
毎
日
の
食
事
作
り
や
洗
濯
な

ど
、
日
々
の
生
活
を
す
べ
て
自
分
で

や
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
で

も
朝
起
き
る
の
が
し
ん
ど
い
で
す
。

で
も
一
人
暮
ら
し
だ
か
ら
こ
そ
楽

し
め
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
友
達

と
一
緒
に
タ
コ
パ
（た

こ
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
）

を
し
た
り
、
友
達
の

家
に
泊
ま
り
に
行
っ

た
り
、
試
験
前
に
は
一
緒
に
勉
強

し
た
り
と
、
苦
楽
を
と
も
に
す
る
友

人
が
近
く
に
た
く
さ
ん
い
る
の
で
心

強
い
で
す
。 

  

保
育
士
に
な
る
た
め
に 

 

私
は
将
来
地

元
に
帰
り
、
保

育
士
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に

大
学
で
は
集
中

し
て
講
義
を
受
け
た
り
ピ
ア
ノ
を

練
習
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
大

学
の
講
義
以
外
に
も
、
公
務
員
の
対

策
講
座
に
積
極
的
に
参
加
し
て
将

来
の
自
分
の
た
め
頑
張
って
い
ま
す
。 

 

今
後
も
保
育
士
の
先
輩
に
話
を

聞
い
た
り
、
図
書
館
な
ど
の
学
校
の

施
設
を
利
用
し
、
よ
り
一
層
学
び

を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

子
ど
も
発
達
学
部 

 

 

子
ど
も
発
達
学
科 

保
育
専
修 

 
 

３
年 

原 

良
輔 

 
 

 
 

 
 

飯
田
高
等
学
校
出
身 

 

 

◆長野県人会で交流を深めよう    

  －長野県人会長より－    １ 

◆2017信州＋（プラス）        ２     

◆「書く力ＵＰ指導法講座」開催   

◆社会福祉学部４専修制始動！    

 スポーツ科学部を新設！ 

 
 

 

◆長野実習報告会      ３ 

◆就活相談は卒業生に！ 

◆私の仕事 

 －日福卒業生はいま－      

◆イベント情報       ４ 

 

２
０
１
７
年
４
月
１
日
（
土
）
、
全
国
か
ら
学
部
生
１
，
４
１

９
名
、
編
転
入
学
生
27
名
、
大
学
院
生
98
名
の
、
計
１
，
５

４
４
名
の
新
入
生
が
大
学
の
門
を
く
ぐ
り
、
日
福
生
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
長
野
県
か
ら
は
、
86
名
（編

転
入
含
）の
学
生
が
入
学
し
、
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。 

 

日
本
福
祉
大
学
に
は
、
同
じ
都
道
府
県
出
身
の
学
生
や
教

職
員
が
集
ま
り
親
交
を
深
め
る
「
県
人
会
」が
あ
り
ま
す
。 

 

４
月
３
日
（月
）、
美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
長
野
県
人
会
の
今

年
度
初
の
顔
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
新
役
員
の
紹
介
、
新
入
生

の
自
己
紹
介
、
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
を
し
ま
し
た
が
、

入
学
式
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
緊
張
を
隠
せ
な
い
新
入

生
の
皆
さ
ん
。 

 

４
月
15
日
に
は
た
け
の
こ
祭
り
、
５
月
12
日
に
は
新
入
生

歓
迎
会
も
行
わ
れ
、
先
輩
か
ら
学
生
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

情
報
交
換
な
ど
学
部
学
科
、
学
年
を
超
え
て
の
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

大
学
に
入
学
し
て
３
ケ
月
が
過
ぎ
、
ま
だ
不
安
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
愛
知

県
で
充
実
し
た
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
って
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
県
人
会
と
し
て
は
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
就
職
相
談
会
等
、
様
々
な
活
動

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
県
人
会
に
入
会
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
入
会
を
。 

  ふくしの仕事  

  あなたはどんな仕事  

  をイメージしますか？  
   

ふくしと聞いて、多くのみなさ

んがイメージすることは「介護」

「高齢者」「障害者」。 

間違いではありませんが、実

はふくしとはもっと幅広い分野

なのです。 

松本オフィス通信の18号でも

ご紹介した「日福と長野県」。 

皆さんに、ふくしの仕事をより

深く知ってもらうために、県内

各地で活動している学生の情

報や県内で活躍している卒業

生をご紹介しています。 

皆さんの周りにも必ず存在し

ている福祉（ふくし）。この機会

にふくしの仕事をはじめ、身の

回りにあるふくしを見つけてみて

ください。 

Vol.19 

2017 

07.15 

上・中：たけのこ祭り 
下：歓迎会 
  今年のメニューは、 
  たこ焼き、豚汁 
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 ▶TOPICS 1  

 社会福祉学部 ４専修制の導入！ 
  ４つの専修で、専門性と多職種連携の力を養う 
 

 日本で最も長い歴史を持つ４年制の社会福祉学部が、開設60

周年を機に体制を一新。行政専修、子ども専修、医療専修、人間

福祉専修の４専修を導入し、卒業後の進路に応じた高い専門性

を身につける教育がスタートしました。 

 各専修の専門性を磨くと同時に、全員が地域というフィールドに

出て、さまざまな人や組織との関わりの中から学び、誰もが大切に

される社会づくりを担う人材を養成していきます。 
      

 ▶TOPICS 2  

 スポーツ科学部を新設！ 
  スポーツを360°科学する 
  

 2017年開設の「スポーツ科学部」では、トレーニング科学だけで

なく、教育・文化・福祉・医学・経営などあらゆる方向からスポーツ

を学習・研究できます。 

 スポーツをする人、見る人、支える人、どんな人のどんな関心ま

で360°応えられる学部をめざし、スポーツ実践の現場はもちろ

ん、産業・行政・教育などあらゆる分野で応用できる能力を、ス

ポーツを題材とした大学教育を通じて養い

ます。 

 日本福祉大学公式Facebookでは、ス

ポーツ科学部棟の施設紹介動画が公開さ

れていますので、ぜひ一度ご覧ください。 
 

    https://www.facebook.com/NihonFukushiUniv 

 

５
月
13
日
（土
）、
松
本
市

で
高
校
教
諭
、
指
導
者
を
対

象
に
し
た
「朝
日
新
聞
社 

長
野
総
局
長
が
コ
ッ
ソ
リ
教

え
る
《書
く
力
Ｕ
Ｐ
指
導
法

講
座
》」
を
開
催
し
、
県
内
外

の
高
校
教
諭
、
予
備
校
の
先

生
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
部
は
、
中
村
浩
二
氏
（株
式
会
社
進
研

ア
ド 

マ
ナ
ビ
ジ
ョ
ン
企
画
部Betw

een

編
集
長
）に

よ
る
「
大
学
入
試
ど
う
変
わ
る
？
新
テ
ス
ト
で
求

め
ら
れ
る
力
と
は
」、
第
二
部
は
薮
塚
謙
一
氏

（朝
日
新
聞
社 

長
野
総
局
長
）
に
よ
る
「
書
く

力
Ｕ
Ｐ
指
導
法
講
座
」が
行
わ
れ
、
参
加
者
全

員
で
ワ
ー
ク
を
し
な
が
ら
文
章
構
成
や
指
導
の

ポ
イ
ン
ト
を
考
え
て
み
ま
し
た
。 

 

２
０
２
０
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
（
仮
称
）
。
「
知
識
・
技
能
」、
「思
考

力
・判
断
力
・表
現
力
」
「
主
体
性
、
多
様
性
、
協

働
性
」が
評
価
の
対
象
に
な
っ
て
く
る
中
、
こ
れ
か

ら
の
高
校
生
に
は
、
自
分
の
意
見
や
考
え
を
相

手
に
伝
え
る
力
、
ま
た
相
手
の
立
場
の
主
張
を

聞
き
、
複
数
の
視
点
か
ら
物
事
を
考
え
る
力
が

必
要
と
な
って
き
ま
す
。 

 

そ
の
力
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
新

聞
を
読
ん
だ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
身
の
回
り
で

起
こ
っ
て
い
る
現
状
を
理
解
し
て
、
多
く
の
情
報

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
よ
り
多
く

情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
分
自
身
の

意
見
が
よ
り
一
層
説
得
力
の
あ
る
言
葉
に
変
化

し
て
き
ま
す
。 

 

ま
ず
は
、
心
の
中
に
あ
る
相
手
に
伝

え
た
い
気
持
ち
を
引
き
出
し
て
あ

げ
、
日
常
的
に
自
分
の
考
え
を
言
葉

に
し
た
り
、
書
い
た
り
す
る
環
境
を

整
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
有
効
的
な
方

法
に
な
る
よ
う
で
す
。 

 

今
回
の
講
座
は
、
高
校
生
福
祉
文

化
賞
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
15
回
目
を

記
念
し
開
催
し
ま
し
た
。  

  長野県の人口は何人？高齢化率は？ 

  あなたはこの質問に応えることができますか？  
 

  2017年4月1日現在、長野県の人口は2,077,466人。そのうち、0-14

歳は262,869人（12.7％）、15-64歳は1,170,879人（56.4％）、65歳以上

は643,718人（31.0％）となります。 

 ※出典：長野県HP 長野県の年齢別人口のお知らせより 

 長野県、７７市町村。あなたが暮らしている市町村の人口は、何人

ですか？高齢化率は何％ですか？聞かれたら応えることができます

か？ 難しいですよね。 

 人口は年々減少し、少子高齢化は長野県でも確実に進んでいま

す。5年後、10年後の長野県はどうなっているのだろうか？みなさんが

将来、ふくしの専門家として地域の病院や施設、企業で働く時に、自

分の地域のことを知らないで仕事することはできません。また、保育者

や教師として子どもたちの前に立つとき、子ども達を取り巻く環境や現

状を知らないで指導をすることは困難です。 

 「過疎化」、「少子高齢化」、「貧困」、「いじめ」、「発達障害」など、

考えなければならない課題は多数あります。 

 一人ひとりが自分の地域に関心を持ち、地域へ

の働きかけを始めようとするその行動が、これからの

長野県の将来にとてもふかく、ひろく関わってきます。 

 誰もがふつうのくらしのできるしあわせの実現に向

けて、一緒に問題に向き合い、共に考えていきましょ

う！ 

経済学部の学生が辰野町で「花街道」作りに参加 
 2017年6月17日、18日の２日間、経済学部の学生18名が長野県

辰野町で町おこし事業に協力し、同町川島地区の子どもや地域住

民らと連携した活動を展開しました。 

 18日、辰野町市街地から川島地区へのアクセス道路「花街道」

でドーム菊の植栽に参加。この植栽活動は川島地区で以前に行わ

れ休眠していたものを、2007年に後藤順久教授の呼びかけにより再

開されたものです。今年も、地元振興会

や住民の方々のアドバイスを聞きなが

ら、約100人で1600本ほどのドーム菊を

植栽。ドーム菊は、11月初旬に同地区

で実施される「横川峡もみじ祭」の期間

中に黄色い花を咲かせます。 

 植栽後は、川島振興会との懇談会を行い、今年度の事業計画に

ついても意見交換や提案がされました。今後は、花街道の看板作り

や情報発信など地域づくりに参加していきます。 

 今までも川島地区の御柱祭りや川島小学校イベントで地域方々と

交流をしてきた学生たち。 

 ２日間、地域の文化や現状、課題を目

の当りにした学生一人ひとりが、今後町

づくりのために何ができるのか、課題解決

するため今何が必要なのかを真剣に考

え、これからも地域の方々と一緒になって

地域づくりに取り組んでほしいと願っていま

す。 

‐地域を知り、人々をつなぐ‐ 

「あなたの学生生活に信州を＋」 
「信州にあなたの学生生活を＋」！ 

17日、川島小の子ども達と
一緒にたつのピッカリ踊りに
参加 

   2017年4月より始動！ 
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２
０
１
７
年
３
月
11
日
（土
）
、
松
本
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
２
０
１
６

年
度
の
社
会
福
祉
実
習
（長
野
実
習
）の
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
実
習
は
、
愛
知
県
内
で
行

わ
れ
る
こ
と
が
基
本
で
す

が
、
長
野
県
社
会
福
祉
事

業
団
、
サ
ン
・ビ
ジ
ョ
ン
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
２
０
１
３

年
か
ら
長
野
県
に
Ｕ
タ
ー

ン
を
希
望
す
る
出
身
学
生

を
中
心
に
、
長
野
実
習
を

行
って
い
ま
す
。 

 

２
０
１
６
年
度
は
、
県
内
各
地
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
老
人
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、
障
害
者
施

設
、
障
害
児
施
設
な
ど
の
児
童
福
祉
施
設

等
、
県
内
９
カ
所
で
社
会
福
祉
学
部
３
年
生

12
名
が
２４
日
間
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。 

 

報
告
会
で
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

ふ
る
さ
と
長
野
の
ふ
く
し
と
向
き
合
い
、
実
習

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
実
習
課
題
の
達
成

度
、
今
後
の
課
題
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
毎
、
制
約

時
間
内
に
発
表
。
報
告
を
聞
い
た
同
窓
生
や

実
習
担
当
者
か
ら
は
、
「自
分
も
以
前
実
習

を
担
当
し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
う
ま
く
で
き
て
い

た
か
な
、
と
反
省
し
た
。
実
習
を
活
か
し
て
長

野
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
」
「実
習
開
始
当
初
は

本
当
に
不
安
だ
っ
た
が
、
実
習
を
通
し
て
成
長

し
た
な
、
と
思
っ
た
。
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

実
習
の
経
験
や
心
に
残
っ
た
こ
と
な
ど
を
自

信
を
持
っ
て
発
表
す
る
姿
、
ま
た
、
質
問
に
礼

儀
正
し
く
応
え
る
姿
を
見
て
、
一
人
ひ
と
り
の

成
長
を
感
じ
な
が
ら
も
、
少
子
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
る
中
、
将
来

は
長
野
に
帰
っ
て
き
て

専
門
職
と
し
て
地
域

を
支
え
て
い
き
た
い
！

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ

た
学
生
た
ち
の
姿
は
と

て
も
頼
も
し
く
感
じ

ま
し
た
。 

 

「長
野
実
習
」
は
２
０

１
７
年
度
も
実
施
さ

れ
ま
す
。  

 

 2017年度の就職活動が、2017年3月１日（水）より始

動するにあたり、松本オフィスではキャリア開発課、長野

県地域同窓会、そして長野県人会と協力し、2017年2

月11日（土）に美浜キャンパス内で「Uターン就職相談

会」、３月11日（土）は長野県松本市内で「同窓生によ

る就職相談会」を開催しました。 

 2月１１日は、Uターン就職の準備編として「Uターン就

職をするにあたり事前に知っておくべきこと」や「長野県内

の就職情報の集め方」などの情報交換と相談会を実

施しました。 

  

 3月11日（土）は職種・分野別の相談会！ 
  

 長野県で活躍する同窓生

を相談員として招き、Uターン

就職を希望する学生(※1)を

対象に就職相談会を開催し

ました。今回は8分野(※2) 

11名の相談員にご協力いた

だき、25分間ずつの2部構成とし、学生が希望のブース

で相談しました。短い時間ながらも、事前に相談内容をま

とめてイベントに備えた学生たちにとって、大変有意義な

時間となったようです。 
 

(※1 社会福祉学部、子ども発達学部、健康科学部、経済学部の   

   2年生3年生、計20名が参加) 

(※2 MSW、PSW、公務員、高齢者、社協、障害者、サービス、 

   保育) 

就活相談は卒業生に！ 

私
の
仕
事
―
日
福
卒
業
生
は
い
ま
― 

私
は
２
０
１
５
年
に
日
本
福

祉
大
学
を
卒
業
し
、
現
在
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
も
の
ご
う
敬

老
園
で
働
い
て
い
ま
す
。
当
施
設

は
「多
床
室
」と
「ユ
ニ
ッ
ト
型
個

室
」に
分
か
れ
て
お
り
、
現
在
私

は
ユ
ニ
ッ
ト
型
で
働
い
て
い
ま
す
。
ユ

ニ
ッ
ト
型
は
定
員
10
名
で
ユ
ニ
ッ
ト

ご
と
の
居
室
の
他
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
・

キ
ッ
チ
ン
・浴
室
・
ト
イ
レ
が
あ

り
、
専
任
の
施
設
ス
タ
ッ
フ
が
担

当
し
、
顔
な
じ
み
の
関
係
を
作
る

こ
と
で
入
居
者
の
方
が
、
自
宅
の

よ
う
な
安
心
感
を
得
ら
れ
る
温

か
い
環
境
づ
く
り
を
目
標
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

大
学
で
は
福
祉
を
専
門
に
学

び
、
施
設
へ
実
習
に
行
く
な
ど
し

て
多
職
種
連
携
や
入
居
者
・家

族
の
視
点
に
立
っ
た
ケ
ア
に
つ
い
て

勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
入
職
し
て

か
ら
は
、
入
居
者
の
方
や
ご
家
族

の
方
と
接
し
て
い
く
中
で
、
一
人

一
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
そ
の
方

が
今
ま
で
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て

き
た
か
を
知
り
、
そ
の
人
に
合
っ

た
ケ
ア
は
何
な
の
か
を
自
分
自
身

で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
教

科
書
で
読
ん
だ
だ
け
の
知
識
で

あ
っ
た
り
、
多
職
種
連
携
と
は
何

な
の
か
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
仕
事
を
し
て
い

く
中
で
看
護
師
や
相
談
員
な
ど

と
の
関
わ
り
を
持
ち
、
職
員
間
で

の
連
携
が
大
切
だ
と
改
め
て
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入
居

者
の
方
の
状
況
は
日
々
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
状
況
に
合
った

ケ
ア
を
す
る
た
め
に
情
報
を
共

有
し
、
職
種
間
で
統
一
し
た
ケ
ア

を
す
る
た
め
に
連
携
は
大
切
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

私
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
苦
手
で
し
た
が
、
こ
の

仕
事
を
し
て
い
く
中
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
よ
う
と

い
う
意
識
が
強
く
持
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ご
家
族
の
方
は
、

入
居
者
の
方
の
施
設
で
の
生
活
状

況
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
そ
れ
を

伝
え
る
こ
と
は
私
た
ち
の
仕
事
の

大
切
な
役
割
で
す
。
ま
た
ご
家
族

と
話
し
て
い
く
う
ち
に
、
昔
は
ど

う
い
う
生
活
を
し
て
い
た
の
か
、

好
き
な
も
の
は
何
な
の
か
が
分

か
っ
て
き
ま
す
。
話
す
こ
と
が
苦

手
で
も
、
相
手
に
伝
え
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
持

ち
続
け
、
自
分

の
言
葉
で
伝
わ

る
よ
う
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
き
た
い

で
す
。 

こ
の
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
嬉

し
い
と
感
じ
た
こ
と
は
、
そ
の
人

に
合
っ
た
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
生

活
が
よ
り
良
く
変
わ
る
、
効
果

が
直
接
に
伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
で

す
。
そ
の
人
の
昔
や
っ
て
い
た
趣
味

を
生
活
に
取
り
入
れ
た
こ
と
で

生
き
が
い
や
笑
顔
を
引
き
出
せ
る

こ
と
、
そ
の
人
に
合
っ
た
食
事
や

飲
み
物
の
好
み
を
把
握
し
提
供

す
る
こ
と
で
「お
い
し
い
ね
」と
喜

ば
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
と
日
々
感

じ
て
い
ま
す
。
些
細
な
こ
と
で

も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
実
感
で

き
る
の
が
こ
の
仕
事
の
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。 

ま
た
日
々
の
仕
事
で
、
入
居

者
の
方
と
は
長
い
時
間
を
共
有
し

て
い
る
の
で
、
親
し
く
な
り
す
ぎ

て
礼
節
を
欠
い
た
り
し
な
い
よ
う

に
す
る
心
が
け
や
、
感
情
的
に
な

り
考
え
方
が
偏
っ
た
り
、
考
え
を

押
し
付
け
た
り
し
な
い
よ
う
、
冷

静
に
対
応
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。
先
輩
方
の
対

応
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
適
切

な
対
応
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
、
入
居
者
の
方

や
ご
家
族
の
方
の
思
い
に
寄
り
添

い
、
職
員
と
連
携
し
な
が
ら
ケ
ア

を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

特別養護老人ホーム 

しものごう敬老園 

 西村 実佳子  
 

 社会福祉学部卒 
 丸子修学館高校出身 



 

EVENT 

  自分にあっている入試方法は？ 学費はどのくらい？   

  長野県で就職できるの？  
  

 松本オフィスでは、皆さんの疑問や質問にお応えするため、 

個別に相談に応じています。 

 入学試験のことや大学生活のことなど、どんなことでも結構で

す。受験生に限らず、1・2年生や保護者の方からの相談も大歓

迎ですので、まずは、松本オフィスまでお気軽にご相談下さい。 

 なお、９月は下記の進学相談会に参加します。 
  

 ◆松本会場 9月5日(火)  ホテルブエナビスタ 

 ◆長野会場 9月6日(水)  ホテルメトロポリタン長野 
 

※日程や会場が変更する可能性もありますので開催日が近くなりましたら、 

  再度大学HPで日程の確認をしてください。 

※松本オフィスでも、ＡＯ入学試験やスポーツ推薦入試等の出願要件と 

    なる「本学教職員との面談」や「経済援助学費減免制度の面談」に 

    対応しますので、ご希望の方はお申し出ください。 

   
 

     5年後・10年後 未来の自分を想像して 
  

  大学生活ってどんな感じかな？ どんな勉強をするの？ 

  キャンパスの雰囲気は？ 大学周辺には何があるの？  
    

 今年も美浜・半田・東海の各キャンパスでオープンキャンパスが

開催されています。 

 大学での学びが実際に体験できるように、学部学科別講義や

キャンパスツアーなど、各回様々なプログラムをご用意していま

す。また、大学生の先輩から一人暮らしのことやサークル、バイト

のことなど直接話を聞けるチャンスでもあります。 

 皆さんの不安や悩みをスッキリと解決できるイベントがオープン

キャンパスです。ぜひこの機会に、キャンパスの雰囲気を自分の

目で確認してみてください。 

 また7月30日（日）は美浜キャンパスでサークルオープンキャ

ンパスが開催されます。大学生ならではの、サークルも体験でき

ますので、スポーツ推薦等を検討している方は、ぜひご参加くださ

い。詳細につきましては、大学ＨＰに掲載されますのでご確認くだ

さい。 

 7月 8月 10月 

美浜キャンパス 7/30 sun  8/19 sat 10/8 sun  

半田キャンパス 7/23 sun  8/20 sun  10/22 sun  

東海キャンパス 7/23 sun  8/20 sun  10/22 sun  

 日本福祉大学 松本オフィス 

 〒390-0815 

  長野県松本市深志1-1-24 八紘堂ﾋﾞﾙ３階    

  TEL （0263）31-9011 FAX （0263）32-8018                

  E-mail e-matsumoto@ml.n-fukushi.ac.jp   

  OPEN 火曜～土曜 10：00～18：00 CLOSE 日曜・月曜・祝日   
  

    大学HP http://www.n-fukushi.ac.jp/ 

特設サイト にっぷく茶話 を公開！ 
 

 日本福祉大学と地域との関わりを紹介する、にっぷく茶話。 
 地域の方々の力を借りて、教育活動や課外活動に取組んでい
る様子を紹介しています。また、トークルームでは、美浜キャンパ
スに30年ほど前から棲みついている「土地神の子タヌキ」のぷく太
と学生達が大学や地域について楽しくおしゃべりもしています。 

長野県出身学生も登場していますので、ぜひ一度ご覧ください。 
http://www.n-fukushi.ac.jp/chabana/ 
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 AO入学試験に向けて、入試スタッフによる対策講座を開催し

ます。 

 自己アピール書、課題レポートの書類作成に関してや面接試

験のポイントを昨年度事例を見ながら、わかりやすく解説をしま

す。どんなことを書いたらいいのかよく分からない、文章を書くこ

とが苦手という方、ぜひご参加ください。 

 また、対策講座終了後に個別相談会も開

催します。AO入試、スポーツ分野入試等の

出願要件となる「教職員との面談」にも対応

しますので、お気軽にご参加ください。 
 

◆日時：2017年8月5日（土）・9月2日（土） 14：00～ 

◆会場：日本福祉大学松本オフィス 
  ※上記の日程での参加が難しい方は、個別対応しますので 

    ご相談ください。 

 
  

住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを続けるために 
 

少子高齢化が進む中、地域においては、孤立し、安心して住み続ける

ことが困難な人が増えています。また、自治体においては、各専門分野

が連携して取り組む、地域包括ケア体制の構築が進められています。 

しかし、今後は専門職だけでなく、住民相互の支え合いによる居住生活

の支援が求められてきます。 

 この機会に、問題状況をふまえて、住民主体の居住生活支援のあり方

について一緒に考えてみませんか？ 
  

 講演： 「地域包括ケア体制における住民全体の 

      居住生活支援のあり方」 

 講師：児玉 善郎（日本福祉大学学長、教授）    

 ◆日時：2017年10月１日（日） 

 ◆会場：JA松本市会館 

 ◆スケジュール 

      12:30～          受付開始   

      13:00～14:20 文化講演会 

   14:30～15:30 大学説明会（大学近況・就職） 

   15:35～17:00 グループ相談会  
◆参加を希望される方は、松本オフィスまでご連絡ください。 

 下記のアドレスにアクセスすると、最新の大学案内

や入試ガイド、過去問題を請求することができます。 

 資料を希望する方は専用フォームから必要事項を

入力していただき、資料請求をしてください。 

http://www.n-fukushi.ac.jp/ad/request/index.html 


